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米国ワシントン州政府通商経済開発局　日本事務所
ご挨拶：

アメリカ人は平均７回引っ越すといわれており、自宅の転売は珍しいことではありません。

家は建てるものですが、住み継ぐものという意識も強く、長持ちさせるためのメンテナンスを怠りません。近隣住民が一つのコミュニティーとして互いに住環境全体の向上を心がけています。住宅の資産価値は、自分の家単体で決まるのではなく、近隣のたたずまいと連動しているのです。

　日本政府が唱える「200年住宅」により、「家は、はぐくむもの」ということが一層はっきりしてきました。 人間の寿命の2倍以上も長生きさせるのは簡単なことではありません。

超長寿命住宅は、住宅を長生きさせる修繕やリモデルと、資産価値を持って転売できる成熟した中古住宅市場が伴ってこそ実現できるものなのです。

資産価値が経年するにつれ上昇するアメリカの住宅は、恒久的資産として造られますが、そこで使われる建材はいずれも物理的な寿命があります。しかし、材料の標準化、規格化が社会的に共通化しているために、住宅をリモデリングする際、市場から同じ規格の材料と工法のものを自由に選択できます。アメリカからの輸入建材は、製造者の枠を越えた材料の高い互換性を持って、日本のリモデリング市場を支えてくれることでしょう。

サブプライムローン事故を反省に、米国でも住宅産業の基本姿勢を再確認する取り組みが行われています。これらの取り組みは、いつまでも魅力ある家作りへの挑戦が始まった日本の皆様にとっても有益なものであると確信しています。
アメリカの事例がみなさまのお役に立てれば幸いです。本セミナーへのご参加を心よりお待ち申し上げております。
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